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年
２
月

日
弥
富
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
、

名
に

28

14

16

よ
る
新
た
な
議
員
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

臨
時
会
を
３
月
２
日
に
開
催
し
、
議
長
は
じ
め
議
会
選
出
監
査
委

員
・
常
任
委
員
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
︵
構
成
は
最
終
面
を
ご
覧
く
だ

さ
い
︶
。

新
体
制
に
よ
る
定
例
会
を
３
月
８
日
か
ら

日
ま
で
の

日
間
の

25

18

会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

市
長
か
ら
初
日
に
、
平
成

年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど

議
案
が

28

44

提
案
さ
れ
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託
、
審
議
し
原
案
通
り
可
決
し
ま
し

た
。人

権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
は
、
初
日
に
全
会
一
致

で
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

各
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
審
議
内
容
は
、
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
︵
６
頁

～
７
頁
︶
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
に
は
、

人
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま

11

し
た
︵

頁
～
︶
。

10

議
案
第
１
号

平
成

年
度
弥
富
市

一
般
会
計
予
算

28

質

疑

質
疑
︵
平
野

広
行
議
員
︶

①

年
度
予
算
編
成
で
一
番

28

力
点
を
置
い
た
事
業
は
。

②

本
市
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
が
策
定
さ

れ
た
が
、

年
度
予
算
に
ど
の

28

よ
う
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
。

③

市
道
中
央
幹
線
の
伊
勢
湾

岸
道
か
ら
名
四
国
道
ま
で
︵
約

３
㎞
︶
の
整
備
状
況
と
今
後
の

見
通
し
は
。

④

名
古
屋
第
３
環
状
線
の
伊

勢
湾
岸
道
か
ら
名
四
国
道
ま
で

の
進
Z
状
況
と
今
後
の
見
通
し

は
。

答
弁
︵
市
長
︶

①

財
政
健
全
化
を
念
頭
に
予

算
編
成
す
る
中
、
防
災
・
減
災

対
策
の
中
で
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
力
を
入
れ
た
。

答
弁
︵
秘
書
企
画
課
長
︶

②

基
本
的
に
総
合
計
画
を
踏

ま
え
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
の
趣
旨
に
合
致
す
る
施

策
・
事
業
を
総
合
戦
略
に
盛
り

込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
特
化
し

た
事
業
の
取
り
込
み
は
な
い
。

答
弁
︵
開
発
部
長
︶

③

整
備
延
長
約
２
千

ｍ
、

40

整
備
率
は

％
で
あ
る
。

68

残
り
は

ｍ
で
、

年
度
は

960

28

未
整
備
区
間
の
う
ち
、

ｍ
を

210

整
備
の
予
定
。

今
後
の
見
通
し
は
、
未
整
備

区
間
に
対
す
る
継
続
的
な
国
の

財
政
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
地

元
と
相
談
し
順
次
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

④

鍋
田
町
か
ら
国
道

号
線

23

ま
で
の
約

㎞
区
間
の
整
備
が

1.4

進
め
ら
れ
、
地
元
と
調
整
を
図

り
な
が
ら
用
地
取
得
を
優
先
的

に
進
め
、
昨
年
度
よ
り
境
地
内

で
一
部
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
早
期
供
用
が
図
ら
れ
る

よ
う
整
備
を
進
め
る
と
聞
い
て

い
る
。

質

疑

質
疑
︵
那
須

英
二
議
員
︶

①

保
育
所
給
食
調
理
業
務
を

委
託
業
務
に
す
る
こ
と
は
安

心
・
安
全
か
ら
守
れ
る
の
か
大

き
な
不
安
が
あ
る
。

委
託
業
務
で
は
、
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
の
遅
れ
、
配
膳
ミ
ス
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
の
混
入
が
あ

る
な
ど
事
故
が
発
生
し
て
い
る

と
聞
く
。

本
市
で
は
発
生
し
な
い
と
は

言
え
な
い
の
で
現
行
ど
お
り
市

が
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

②

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

が
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

が
利
用
者
が
負
担
す
る
単
価
の

決
定
の
経
緯
は
。

答
弁
︵
児
童
課
長
︶

①

食
の
安
全
は
、
小
学
生
も

幼
稚
園
も
保
育
園
も
変
わ
る
も

の
で
は
な
く
学
校
給
食
の
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
応
の
手
引
、

給
食
調
理
業
務
の
基
準
が
あ
り

そ
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
業
者

に
委
託
す
る
。

本
市
の
学
校
調
理
業
務
は
委

託
業
者
が
行
い

年
以
上
の
実

10

績
が
あ
り
、
事
故
が
一
度
も
起

き
た
こ
と
は
な
い
。

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
給
食

を
食
べ
ら
れ
る
事
業
者
を
選
定

し
て
い
く
。

答
弁
︵
副
市
長
︶

①

委
託
業
者
に
は
ミ
ス
が
あ

り
、
市
が
雇
用
す
る
調
理
員
に

は
ミ
ス
が
な
い
と
と
れ
る
が
そ

れ
は
お
か
し
な
話
で
は
な
い
か
。

小
・
中
学
校
で
調
理
業
務
を

し
て
い
る
委
託
業
者
は
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
選
定
し
た
業

者
で
あ
り
、
問
題
な
く
業
務
を

行
い
、
市
で
雇
用
す
る
調
理
員

と
何
ら
変
わ
り
が
な
い
と
私
は

自
信
を
持
っ
て
言
え
る
。

②

病
気
の
子
ど
も
を
預
か
る

負
担
を
考
慮
し
た
報
酬
に
し
な

け
れ
ば
協
力
会
員
は
集
ま
ら
な

い
と
考
え
、
１
時
間
当
た
り
１

千

円
と
し
、
こ
の
金
額
は
、

200
協
力
会
員
に
支
払
う
金
額
で
あ

る
。利

用
者
の
負
担
を
考
慮
し
、

上
限
の
３
千

円
を
超
え
た
分

600

に
つ
い
て
は
市
が
協
力
会
員
に

支
払
う
。

本
市
の
料
金
よ
り
高
い
と
こ

ろ
も
あ
れ
ば
、
安
い
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
全
て
を
安
い
と
こ
ろ

に
合
わ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
の
も
現
状
で
あ
る
。

３月臨時会・定例会
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